
評価項目 本年度の活動（具体的な手立て）と指標 達成状況 成果と課題 学校関係者評価 今後の改善点

学力保障
（研修）

・各学年及び特別支援学級による全体授業研究を実
施する。
・全国学力学習状況調査の分析を組織的に行い授業
改善に生かす。
・少人数教育を推進する。
・補充学習，家庭学習を充実する。
・外国語学習の指導体制を整備する。
・読書指導を充実する。
・学習支援ボランティアの活用を推進する。

・５年生は，10月にビデオの視聴による研究授業を実施，また
3年生は，１１月に研究授業を実施した。
・みえ・スタディチェックの分析結果で見えた課題を改善させ
る手立てを学習指導案に反映させて公開授業をした。
・１～４年生で算数科と国語科でＴＴによる授業を行った。
・全校体制で算数の自主プリントの取組を行った。
・夏休みにサマースクールを各学年２～３日間実施した。
・「家庭学習のてびき」を作成し，全教員で家庭学習の意義や
方法を共有し，指導にあたった。
・「ファミリー読書」（1１月）を実施し，家庭での読書活動
に取り組んだ。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として，学習
支援ボランティア及び読み聞かせボランティア（ブックック）
の活動については，鈴鹿市教育委員会及び学校の運営方針に
沿った形で，計画していたものよりも縮減して実施した。

・児童アンケート「授業はわかりやすい
ですか。」に（93.6％）の肯定的回答を
得た。
・算数の自主プリントと音声計算の取組
を継続したことにより，基礎学力の向上
が見られる。
・サマースクールに参加する児童を絞っ
たことにより，効果的な支援ができた。
・依然，読書習慣，家庭学習習慣の定着
に課題がある。
・学習に対するつまずき，苦手意識のあ
る児童が見られる。

・コロナ禍で家庭で過ごす時間が多
かった。そのため，学校と家庭が協
力し合い，子どもたちの読書の習慣
を身に付けられるように進めれば，
よかったのではないかと考える。
・休校期間があったことで，学習の
スピードについていけない子どもた
ちがいたかもしれません。そのよう
な子ども達への支援も忘れずに実施
していただきたい。

・学び合いを深めることは今後も
大切にする。算数科を中心に取り
組んだ「学び合い」や「めあて・
まとめ（振り返り）」を他教科で
もできる範囲で充実していく。
・授業と関連した家庭学習の課題
の提供，提出後の確認や理解が不
十分な児童への指導等，家庭学習
を効果的に行い，基礎学力の定着
を図る。また，年度当初に「家庭
学習のてびき」を配布し，その意
義や方法を保護者に周知する。
・教育用ICT活用に関する研修会
を引き続き行い，次年度から児童
一人一台配布される端末を活用
し，授業改善につなげる。
・様々な読書指導に対してより意
識的に取り組み，読書の楽しさを
伝える。
・新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策を進めながら，一人ひと
りの児童に応じたきめ細やかな指
導ができるように，学習ボラン
ティア，読み聞かせボランティア
等の活用についても検討してい
く。

キャリア教育
（研修）

・地域学習や社会見学など働く大人の姿を見る機会
を大切にして児童の職業観の基礎を育てる。
・夢工房などゲストティーチャーによる出前授業を
実施する。

・生活科，社会科，総合の地域学習の中で，働く人から様々な
仕事について学ぶ機会を得た。社会見学は，新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策の一環として，実施できなかった。その
ため，地域探検や講師を招いての出前授業を実施し，できる範
囲で学ぶ機会を保障した。
・5年は，ＪＦＡ心のプロジェクト「夢の教室」の開催（１１
月２６日）した。（講師：スポーツ競技「セパタクロー」の選
手　寺島武志さん　体操選手として活躍されていた上村美揮さ
ん）

・仕事をすることの楽しさ，働くことで
得られる喜びを感じることができた。
・伝統的な仕事，生活を支えている仕事
に興味を持つことができた。
・子どもたちが自分自身の夢の実現に向
けて前向きに取り組み，考える機会と
なった。

・今年度は，社会見学を全ての学年
で実施することができなかったが，
地域の魅力を改めて学ぶ上でも，可
能な範囲で，地域探検を実施された
り，代替授業を実施されたことはよ
かった。

・新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を進めながら，
可能な範囲で，地域学習や社
会見学など働く大人の姿を見
る機会を大切にしていく。ま
た，地域の方々や夢工房など
ゲストティーチャーによる出
前授業を実施を検討してい
く。
・キャリアパスポートの有効
活用を図っていく。

特別支援教育
（人権・特支）

・全職員の共通理解のもとで支援の必要な子どもの
対応に当たる。
・一人一人に応じた支援を進めるため支援会議を開
催する。
・個別の教育支援計画の整備を進める。
・特別支援教育の視点に立った教育環境を整える。
・保護者や関係機関との連絡を密にし，子どもの実
態に応じた授業や指導を進める。

・支援の必要な子について保護者を交えて支援会議や面談を実
施し，今後の支援のあり方を検討した。
・朝の打ち合わせ，職員会議などで支援の必要な子について情
報交換を行った。
・個別の支援計画は，希望に応じて，年度のはじめに保護者と
ともに見直した。
・個別の指導計画は学期毎に記入した。
・特別支援教育に視点をおいた教室掲示（児童の集中の妨げに
ならないように教室前面の掲示等を抑える）を行った。
・幼稚園・保育所に連絡を取り，就学前の児童についての情報
を得て，必要に応じて支援会議を行った。
・中学校と連携し，個別の適切な支援につなげるための引継ぎ
支援会議を５件実施した。
・子ども家庭支援課，スクールカウンセラーと連携して，子ど
もの支援を進めた。

・特別支援学級の子ども達ひとりひとり
が，それぞれのぺースで力をつけてきて
いる。
・支援の必要な子を取り巻く周りの子ど
も達も，あたたかく関わる雰囲気ができ
ている。
・保護者と個別の支援策について議論を
重ねることで信頼関係を深められた。
・支援が必要な児童の増加と，障がいの
種別・程度の多様化がみられる。よりき
め細かい支援のためにも人員増が望まれ
る。

・特別支援学級の子どもの指導は配
慮する部分が多いかと思うが，特別
支援学級の子どもが楽しく学校に登
校できる環境を引き続き学校全体で
作っていけるとよいと思う。

・人権教育の中で特別支援学
級に在籍する児童について理
解を深める取組を進める。
・支援の必要な児童につい
て，組織的な支援体制を構築
すると共に，関係機関との連
携を密にする。
・特別支援教育の視点を取り
入れた「分かりやすい授業づ
くり」を工夫する。
・介助員の増員を要望し，指
導や支援の充実を図る。
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鈴鹿市立白子小学校

外国人児童
生徒教育
（人権・特支）

・ＪＳＬバンドスケールを活用した日本語教育の推
進
・全ての子どもにわかりやすい授業を行う。
・日本語の習熟に課題のある児童の個別指導を実施
する。

・ＪＳＬバンドスケール判定会議を1月に実施した。
・拡大印刷や写真・図，ＩＣＴ機器等を活用した視覚支援を行
い，分かりやすい授業を行った。
・日本の小学校の生活に慣れていない児童については，支援教
員や支援員を配置し，日常生活・学習の両面で支援した。

・JSLバンドスケールの判定から，児童の
成長が見られた子もいる。
・外国人児童が増加し，学習言語が難し
い子もいるので，取り出し授業を増やす
必要がある。

・外国人児童が白子小学校でも増え
てきています。これからも安心して
通い続けられるように，一人ひとり
の実態に応じた指導をお願いした
い。

・適切に取り出し授業を設定
し，外国人児童の学力保障を
図ると共に，人権面での充実
を図る。
・多文化共生教育の取組を充
実する。

人権教育
道徳教育
心の教育
（人権・特支）

・人権尊重を基盤にすえた日常の授業実践を進め
る。
・人権意識を高めるための研究授業を実施する。
・人権が尊重される人間関係づくり，学級づくりを
行う。

・子どもたち同士の学び合いを視点に授業研究を行い，一人ひ
とりを大切にする授業を進めた。４年は，１１月に，６年生
は，１２月に学年部研究授業を実施した。２年生は，１１月に
全体研究授業を実施した。
・身近な学校生活の中にあるいじめにつながる言動を教材に，
毅然とした指導につなげたり子どもたちと話し合う機会を持っ
たりした。
・全学年で人権ポスター，３年以上で人権作文に取り組んだ。
・レポート研修会を夏休みに実施した。１学期と三学期にレ
ポートを作成した。
・毎学期全クラスで「いじめアンケート」を実施し，いじめに
ついて考える機会を持った。
・６年生は中学校区人権フォーラムにあわせ「いじめ・差別を
なくすために私たちができること」というテーマで話し合い，
学級の課題や今後の取組について考えた。
・いじめ防止のための掲示作りに取り組んだ。

・児童アンケートの結果，「学校には仲
良しの友だちがいますか。」にこの３年
間，97％→97.2％→97.0%との肯定的回答
を得ている。「先生はあなたの話をよく
聞いてくれるか。」には，96％→97.0％
→96.9%であった。仲間づくりの取組や，
子ども達の思いに寄り添う指導が成果を
挙げていると考える。

・今年度は，コロナ禍の中，心身とも
に心配な面がたくさんあったと思われ
る。例えば，休校明けの人間関係づく
りや学習への不安などである。引き続
き，先生方をはじめ，スクールカウン
セラー，スクールライフサポーター，
保護者，友だちや本人の力で少しずつ
でも良い方向に進んで，乗り越えて
いっていただきたい。
・大変な一年だったが，運動会も開催
できた。何より日常生活を学校で過ご
せたことが良かった。
・今後は，ＳＮＳを通じたいじめの指
導にも力を入れていただきたい。

・日常の授業において，子ど
もたちが学び合う場面を設定
する。
・児童間のトラブルに対し
て，現象だけでなく，その理
由や背景を受け止めながら，
児童の気持ちに寄り添った指
導する。また，いじめ等の事
案は，初期対応を大切にし組
織的体制で指導にあたる。
・レポート研修のためのレ
ポートの書き方について研修
を深め，教職員の人権感覚を
高める。

生徒指導
（生指）

・ あいさつをはじめ基本的生活習慣を定着させる。
・毎月，児童について情報交換を行い全職員の共通
理解のもとで指導にあたる。
・日常の地道な指導に努めるとともに，問題行動発
生時には，迅速かつ組織的に，必要に応じて関係機
関との連携を図り対応する。
・防犯，交通安全，防災指導を充実する。

・職員会議で児童について情報交換を行った。
・職員の打合せ等で問題行動・事故等についての情報共有を図
り，必要に応じてチームとして対応してきた。
・翌月の職員会で成果と課題等話し合った。
・児童の生活意欲や学習意欲につながる承認活動を効果的に実
施した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として，計画
していた出前授業を実施できなかった。そのため，各学年の特
別の教科道徳や学活，教科活動等において，補充する学習を
行った。
・不審者情報に対してパトロールの実施や関係機関（白子交
番，教育支援課，児童支援隊）との連絡，保護者へのメール配
信等で迅速に対応した。

・保護者アンケート「お子さんは進んで
家族にあいさつをしていますか。」で肯
定回答が(86.7％)」だった。
・アンケート「お子さんは，元気よく学
校に行っていますか。」に（96.7％）の
保護者が肯定的回答であった。

・児童の登下校時に見守りをしている
とき，元気なあいさつをしてもらうと
とても嬉しい。自分から，「おはよう
ございます。」「有難うございま
す。」と言ってくれる子どもがいるの
で，気持ちがよい。

・暗い時間帯に一人で自転車に乗り帰
宅する子をみかけることがります。引
き続き，暗くなる前に帰宅する指導を
お願いします。

・今後も，生徒指導委員会で
あいさつ運動に取り組んでい
く。
・生徒指導上の問題行動等
は，全教職員で情報共有を図
り，組織的体制で指導にあた
る。
・ＳＮＳ関係等の問題に関し
ては，外部講師を招いて指導
していく。
・不審者情報に対しては，状
況に応じて学校から教育委員
会・白子交番・児童支援隊へ
連絡すると共に，教員の見回
り，保護者への緊急メール配
信を行い，学校・家庭・地域
が連携して対応する。

地域ぐるみの
教育
（研修）

・鈴鹿型コミュニティ・スクール（学校運営協議
会）を年５回開催し，地域との交流を推進する。
・地域と連携した全校避難訓練，引き渡し訓練をは
じめ，地域ぐるみで防災・防犯体制の整備を進め
る。
・保護者アンケート・児童アンケートを１２月に実
施する。
・児童支援隊との情報交換会を行い，保護者・地域
のニーズの把握に努める。

・学校運営協議会を年５回（書面開催2回を含む）開催し，熟
議の内容を学校運営に生かした。新型コロナウイルス感染症拡
大防止対策の一環として，中学校区の学校運営協議会は中止と
なった。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として，毎年
地域のもと実施していた白子中学校へ避難する津波訓練及び引
き渡し訓練を実施を実施できなかった。そのため，各学年及び
ペア学年において，防災教育を実施した。
・情報交換会が実施できなかった代わりに，児童支援隊からの
ご意見を書面で頂き，出された意見を児童の安全管理に生かす
とともに，協力を求めた。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一環として，計画
していた昔遊び体験を実施することができなかった。
・寺家地区では，ラジオ体操を行い，地域についての理解を深
めた。
・白子地区自治会連合会の主催で，海岸清掃をが実施した。

・学校運営協議会での熟議の内容を学校
通信に掲載した。
・地域の方々に学習面，安全・安心面，
環境整備面でたくさんのご支援を頂いて
いる。

・今年度は，学校運営委員会をはじ
め，地域の方に参加して頂く活動に
制限があった。地域の方と触れ合う
ことで小学校のことを知っていただ
いたり見守っていただいたりしてい
る。子ども達も地域の方々に支えて
いただいている。そして，子どもた
ち自身も地域の一員だと感じられる
と思う。コロナ禍が一日も早く終息
し，小学校と地域が連携した地域ぐ
るみの教育が再開されることを願っ
ている。

・学校運営協議会の充実をは
かり，学校と地域の効果的な
連携・協働に努める。
・学習のねらいを踏まえ，地
域教材を有効に活用する。
・地域・家庭と連携した全校
避難訓練，引き渡し訓練をは
じめ，地域ぐるみでの防災・
防犯の取組を継続・充実す
る。


